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2 広報いしかわ　５月号

　

鉱
物
の
宝
庫
で
あ
る
石
川
地
方
は
、岐
阜
県
苗
木
地
方
、滋
賀
県
田
ノ
上
山
地
方
と
共

に
日
本
三
大
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
の
産
地
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
川
地
方
は
結

晶
の
大
き
さ
と
美
し
さ
に
特
徴
が
あ
り
、現
在
で
も
多
く
の
愛
好
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
鉱
物
は
実
に
１
５
０
種
類
以
上
。
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
計
画
的
に
調

査
・
研
究
し
、
鉱
物
を
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
」、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
「
キ

ラ
ラ
の
初
恋
」
な
ど
、
鉱
物
を
取
り
入
れ
た
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
石
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
様
々
な
生
活
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
石
、
本
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
鉱

物
、
未
知
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
「
石
」
を
活
か
す
た
め
、
本
町
で
は
楽
し
み
な
が
ら
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
博
物
館
を
造
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
石
」を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
、み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▲ガラスを溶かして作るトンボ玉

鉱�

物�

未�
知�

ど�
う�

の�
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な�

る�

庫�
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活�

か�

す�

川�を�



3広報いしかわ　５月号

石石石石石石石石石石
とととととととととと
人人人人人人人人人人
とととととととととと
のののののののののの
かかかかかかかかかか
かかかかかかかかかか
わわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりり

石
と
人
と
の
か
か
わ
り

　

人
類
は
石
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
進

化
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
石
で
火
を
お
こ
し
、
獲
物
を
捕

ら
え
、
器
を
つ
く
り
、鉄
を
つ
く
り
、今
日

の
繁
栄
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
人

類
の
歴
史
は
、「
石
」
を
活
用
し
た
歴
史
と

も
言
え
ま
す
。「
石
」
は　

世
紀
で
も
各
分

２１

野
で
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
さ
れ
、
人
類
の
未

来
に
無
限
の
夢
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

石石石石石石石石石石
をををををををををを
活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかか
しししししししししし
たたたたたたたたたた
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり
フフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーー
ララララララララララ
ムムムムムムムムムム
をををををををををを
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

石
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

２
月　

日
、共
同
福
祉
施
設
で
石
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま

２４

し
た
。
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
来
場
。
西
牧
立
博
町
長
の
『
い
し
』（
意
志
）
で
石

川
の
未
来
を
開
く
、
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
続
い
て
笹
山
央
氏
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
ラ
ー
の
国
分
義
司
氏
、
豊
遙
秋
氏
、
桂
雄
三
氏
、
隈
研
吾
氏
、
丹

野
一
男
氏
の
６
人
は
、
人
が
集
ま
る
魅
力
的
な
石
の
博
物
館
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
知
識
・
経
験
を
い
か
し
意
見
を
交
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
抜
粋
・
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

石
川
町
が
持
つ
鉱
物
資
源
は
本
町
の
み

な
ら
ず
、
国
・
県
の
財
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
鉱
物
・
岩
石
を
も
と
に
、

国
立
、
ま
た
は
県
立
の
「
石
の
博
物
館
」

と
し
て
実
現
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。「
石
の
博
物
館
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
学
術
展
示
型
ば
か
り
で
な
く
、
現
場

で
鉱
物
採
集
が
で
き
、
体
験
的
で
五
感
を

通
し
て
学
べ
る
、
そ
し
て
遊
べ
る
と
い
っ

た
観
光
的
な
要
素
を
兼
ね
た
施
設
を
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
全
国
の
多
く
の
博
物

館
の
運
営
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
こ
れ
か

ら
の
博
物
館
づ
く
り
は
自
ら
が
収
益
を
生

み
出
す
経
営
手
法
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
が
目
指
す
「
石

の
博
物
館
」
は
観
光
施
設
と
一
体
と
な
っ

て
展
開
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
近
年
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
と
い
う
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら

れ
、
博
物
館
の
経
営
改
善
の
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
場
合
は
地
学
系

を
基
本
に
し
な
が
ら
も
、
魅
力
的
で
集
客

能
力
の
高
い
博
物
館
を
目
指
す
た
め
、
親

し
み
や
す
い
人
文
系
の
テ
ー
マ
を
加
え
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
施
設
な

ど
を
併
設
し
、
町
民
か
ら
愛
さ
れ
る
自
然

環
境
と
一
体
と
な
っ
た
博
物
館
構
想
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
と
の
交
流
と
い
う
視
点
か

ら
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
も
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

石に無限の夢を託す

和久観音山鉱山跡が復元され、
夏休みなどに多くの子どもた
ちが訪れ鉱物を採取していま
す。

原爆の研究

旧日本陸軍の指令により理化
学研究所が、昭和２０年に石川
町において原子爆弾の研究を
行いました。
(現歴史民俗資料館付近 )

ブランド「いしかわ長石」

石川産の長石は、陶磁器の釉
薬として用いられ、品質日本
一の折り紙がついています。

幻の焼物石綿焼

石綿焼は、明治から大正にか
けて石綿を陶土に混入して焼
いた焼物です。石川町には、
佐藤窯と岩田窯がありました。
(佐藤窯―勿来関刻文図 )

須賀川ガラス

須賀川ガラスは、江戸時代に
白河藩主松平定信が作らせた
ガラス (鉛ガラス )で、石川
で採掘された石英が使われて
います。　　　　　(複製品 )

武士の祈り

鎌倉時代から室町時代に武士
の間で流行した先祖を供養す
る凝灰岩の塔婆 (板碑 ) です。
( 和久地内　町指定文化財 )

▲水晶（石川産）

▲緑柱石（石川産）

▲鉄電気石（石川産）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

自
然
環
境
と

一
体
と
な
っ
た
博
物
館
を

西
牧
立
博
町
長
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石英（石川産）

チタン石（石川産）

白雲母（石川産）

鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱
物物物物物物物物物物
のののののののののの
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫『『『『『『『『『『
石石石石石石石石石石
川川川川川川川川川川
』』』』』』』』』』

鉱
物
の
宝
庫『
石
川
』

　

石
川
地
方
か
ら
産
出
さ
れ
る
鉱
物
の
歴

史
は
古
く
、
和
銅
６
年
（
７
１
３
年
）
に

朝
廷
に
水
晶
・
雲
母
を
献
上
し
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
須
賀
川
ガ
ラ

ス
の
原
料
と
し
て
の
珪
石
、
壁
材
に
雲
母

が
掘
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と

陶
磁
器
の
釉
薬
と
し
て
の
長
石
、
ガ
ラ
ス

の
原
料
の
珪
石
が
大
量
に
採
掘
さ
れ
昭
和

　

年
代
ま
で
石
川
町
の
産
業
と
し
て
栄
え

４０ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
学
法
石
川
高
等
学
校
創
始

者
の
森
嘉
種
先
生
が
、
希
元
素
鉱
物
の
研

究
論
文
を
発
表
し
て
以
来
、
著
名
な
鉱
物

学
者
・
地
質
学
者
が
石
川
の
地
を
訪
れ

数
々
の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長

石
・
珪
石
の
採
掘
の
副
産
物
と
し
て
数
多

く
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
結
晶
の
大
き
さ
と
美
し
さ
は
、
国
内

随
一
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
希
元
素
鉱

物
を
数
多
く
産
出
す
る
こ
と
で
は
世
界
的

に
有
名
で
す
。
現
在
も
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

の
場
と
し
て
訪
問
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
石
川
地
方
は
、
岐
阜
県

苗
木
地
方
、
滋
賀
県
田
ノ
上
山
地
方
と
共

に
日
本
三
大
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
の
産
地

と
し
て
有
名
で
す
。

　

近
年
は
、
安
価
で
良
質
な
珪
石
や
長
石

が
輸
入
さ
れ
た
た
め
、本
町
か
ら
は
、次
々

と
鉱
山
が
消
え
、
鉱
山
跡
の
ズ
リ
山
も
埋

も
れ
た
り
開
発
に
よ
り
姿
を
消
し
、
現
在

は
、
鉱
物
を
採
取
す
る
こ
と
は
大
変
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
、
昭

和　

年
に
歴
史
民
俗
資
料
館
に
鉱
物
・
岩

５６
石
の
展
示
室
を
設
け
、
国
内
で
も
貴
重
な

石
川
地
方
の
鉱
物
・
岩
石
を
数
多
く
保
存

し
研
究
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県指定文化財 ペグマタイト鉱物

　本町周辺は、約１億年前のペグマタイト (巨晶
花崗岩 )が分布する日本有数の鉱物産地です。標
本は２６種類５０個で、学術的にも貴重な標本です。
(歴史民俗資料館 )

鉱物などを展示する歴史民俗資料館

　一階の展示室を中心に、石川から産出された鉱
物などが展示されています。鉱物の種類も豊富に
あるほか、本町の歴史を学ぶことができます。

パ
ネ
リ
ス
ト

名
古
屋
工
業
大
学
名
誉
教
授

国
分
義
司
氏

自然を知り、
歴史をたどる

　

博
物
館
の
あ
り
方
は
、
収
集
し
て
き
た

も
の
を
た
だ
展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
常

に
自
然
を
知
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
、

ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
言
い
換
え
れ
ば
自
然
の

言
葉
を
聞
い
て
い
こ
う
、
歴
史
を
た
ど
っ

て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
な
研
究
も
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
研
究
し
た
結
果
を
多
く
の

人
々
に
公
開
し
て
い
く
よ
う
な
活
動
も
日

常
的
に
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

地
質
標
本
館
長

豊　

遙
秋
氏

標本にストーリーを
持たせる

　

私
た
ち
の
生
活
と
鉱
物
と
い
う
の
は
非

常
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
資
料
館
に
あ
る
鉱
物
だ
け
で

も
非
常
に
よ
い
の
で
す
が
、
一
般
の
人
々

に
は
、
石
だ
け
を
単
に
並
べ
る
だ
け
で
は

面
白
く
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標
本
に

ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た
せ
、
鉱
物
と
何
か
を

関
連
さ
せ
、
人
々
と
の
距
離
を
近
づ
か
せ

る
こ
と
が
一
番
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

文
化
庁
文
化
財
調
査
官

桂　

雄
三
氏

多くの人々が
参加できる形を

　

自
然
の
多
様
な
素
材
、
石
川
町
で
し
た

ら
石
で
す
け
れ
ど
、
石
だ
け
の
博
物
館
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ

て
き
た
生
活
、
な
り
わ
い
、
あ
る
い
は
ヒ

ス
ト
リ
ー
、
人
絡
み
の
歴
史
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
関
連
付
け
た
中
で
博
物
館
構
想

を
展
開
す
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
く
の
人
々
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
形
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
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鉄ばんざくろ石（石川産）鉄コルンブ石（石川産）金緑石（石川産）

パ
ネ
リ
ス
ト

隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所

隈　

研
吾
氏

石を核として
素材を集める

　

建
築
物
と
い
う
博
物
館
づ
く
り
だ
け
で

は
、
失
敗
す
る
と
い
う
世
界
的
な
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

博
物
館
と
い
う
施
設
、
石
を
核
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
集
め
る
こ
と
、
そ
の

素
材
を
活
か
し
て
多
く
の
人
々
と
知
恵
を

絞
り
、
例
え
ば
石
を
使
っ
た
料
理
、
健
康
、

さ
ら
に
石
川
の
温
泉
な
ど
と
も
関
連
付
け

て
い
く
と
面
白
い
も
の
が
で
き
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

県
中
地
方
振
興
局
長（
現
・
商
工
労
働
部
長
）

丹
野
一
男
氏

石川地方全体と
須賀川を視野に

　

石
川
町
は
石
川
地
方
の
中
心
・
中
核
で

あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

石
川
地
方
全
体
、
須
賀
川
と
の
関
連
な

ど
、
広
い
視
野
で
と
ら
え
た
博
物
館
と
い

う
も
の
を
考
え
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
せ
る
素
材
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

問
題
は
内
容
で
あ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
、
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
よ
う
な
博
物
館
づ
く
り
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

美
術
評
論
家

笹
山　

央
氏

文化的、総合的な
博物館を

　

石
と
い
う
も
の
を
核
と
し
た
一
つ
の
文

化
的
、
総
合
的
な
施
設
と
し
た
博
物
館
づ

く
り
、
あ
る
い
は
博
物
館
を
中
心
に
し
た

石
川
町
、
さ
ら
に
石
川
地
方
を
築
い
て
い

く
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用
しししししししししし
てててててててててて
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

活
用
し
て
い
ま
す

「「「「「「「「「「
いいいいいいいいいい
しししししししししし
かかかかかかかかかか
わわわわわわわわわわ
のののののののののの
石石石石石石石石石石
」」」」」」」」」」

「
い
し
か
わ
の
石
」

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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●
酒
・
ア
イ
ス
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も

　

キ
ラ
ラ
と
い
う
名
前
は
、
町
の
物
産
に

も
使
わ
れ
、
石
川
産
生
乳
で
作
っ
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム「
キ
ラ
ラ
の
初
恋
」や
地
元
産

の
酒
造
好
適
米
「
美
山
錦
」
を
使
っ
た
純

米
酒
「
き
ら
ら
の
初
恋
」
も
好
評
で
す
。

ま
た
最
近
発
売
に
な
っ
た
生
ク
リ
ー
ム
大

福
「
キ
ラ
ラ
の
初
恋
」
も
人
気
で
す
。

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川

　

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・
石
川
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
「
総
合
運
動
公
園
」
は
、

水
晶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
総
合
体
育
館
を
は

じ
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
石
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
広

が
る
ク
リ
ス
タ
ル
広
場
な
ど
は
、
憩
い
の

広
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲すべり台石▲すべり台石 ▲祝祭の石舞台▲祝祭の石舞台 ▲クリスタル広場▲クリスタル広場 ▲総合体育館▲総合体育館
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第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会（
う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２

１５

０
０
２
）「
ほ
ん
と
う
の
空
に
輝
け　

ね
ん
り
ん
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
齢
者

を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健
康
、
福
祉
等
の
総
合
的
な
祭
典
「
第　

回
１５

全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会（
愛
称
：
う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０

０
２
）」
が
、
平
成　

年　

月　

日
（
土
）
〜　

日
（
火
）
の
４
日
間
、
福
島
県

１４

１０

１９

２２

内
の　

市　

町
１
村
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

１０

１３

　

こ
の
う
ち
石
川
町
で
は
、　

月　

日
（
日
）、　

日
（
月
）
の
２
日
間
、
総
合

１０

２０

２１

運
動
公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
、
全
国
の
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
か
ら　
９６

チ
ー
ム
、
約
８
０
０
人
の
選
手
を
迎
え
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
た
め
昨
年
６
月　

日
に
、
町
内
外
合
わ
せ
て　

の
関
係
機
関
・
団
体
、　

２２

４０

５０

人
に
よ
る
第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会
石
川
町
実
行
委
員
会
を
設

１５

立
し
、
大
会
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
石
川
町
を
訪
れ
る
選
手
、
役
員
の
み
な
さ
ん
を
温
か
く
お
迎
え
し
、

盛
り
上
が
り
の
あ
る
交
流
大
会
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【大会日程】
①代表者会議　　１０月１９日（土）１８：００～１９：００［母畑温泉　八幡屋］
②開　始　式　　１０月２０日（日）９：００～９：４０
③交　流　試　合
（第１日目）　　１０月２０日（日）１０：００～１６：５５　予選リーグ戦
（第２日目）　　１０月２１日（月）９：００～１２：５０　決勝トーナメント戦
④表　彰　式　　１０月２１日（月）１３：２０～１３：４０
⑤健康づくり教室
【主催】厚生労働省、福島県、（財）長寿社会開発センター、第１５回全国
健康福祉祭ふくしま大会実行委員会、石川町、第１５回全国健康福祉祭ふ
くしま大会石川町実行委員会
【主管】福島県ゲートボール協会
【後援】（財）日本ゲートボール連合

▲昨年行われた矢吹町との交流会の様子

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル�

今
年
１０
月
２０
日
・
２１
日�

今
年
１０
月
２０
日
・
２１
日�

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル
交
流
大
会
を
開
催�
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石川町�
ゲートボール�

全
国
健
康
福
祉
祭 
―
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
― 
と
は

　

全
国
健
康
福
祉
祭
は
、
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
に
取
り
組
む
と
共
に
、
こ

う
し
た
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
広
く
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お
り
、
厚
生
省
（
厚
生
労
働
省
）

創
立　

周
年
に
当
た
る
昭
和　

年
に
第
１
回
大
会
が
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
、
平
成　

５０

６３

１４

年
に
開
催
さ
れ
る
ふ
く
し
ま
大
会
は
第　

回
目
と
な
り
ま
す
。

１５

　

原
則
と
し
て
、　

歳
以
上
の
者
。

６０

参
加
者

主
な
事
業
内
容

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
交
流
大
会
、
健
康
づ
く
り
教
室
等

【
福
祉
、
生
き
が
い
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

　

囲
碁
、
将
棋
、
俳
句
大
会
、
美
術
展
等

【
健
康
、福
祉
・
生
き
が
い
共
通
イ
ベ
ン
ト
】

　

健
康
福
祉
機
器
展
、
音
楽
祭
等

�
��

��
�

�
��

�

�
��

��
�
���

��
	
�

��

��

��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
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�

�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
��
�

�
�
�
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�

�
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�
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�
�
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�
�
�
	


�
�



【
健
康
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

石
川
町
キ
ラ
ラ
大
使

小
泉　

智
英
さ
ん

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
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8 広報いしかわ　５月号

①
普
通
交
付
税
額
の
算
定
の
特
例

（
合
併
算
定
替
）

　

合
併
に
よ
る
経
費
削
減
は
、
合
併
後
直

ち
に
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
合
併
後
、　

カ
年
度
は
元
の
市
町

１０

村
が
存
在
す
る
も
の
と
み
な
し
て
計
算
し

た
額
を
保
障
し
、
合
併
に
よ
り
交
付
税
上

不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

の
後
５
年
間
は
段
階
的
に
交
付
税
が
逓
減

さ
れ
ま
す
。

②
合
併
直
後
の
臨
時
的
経
費
に
対
す
る
財

政
措
置
（
合
併
補
正
）

�
基
本
構
想
の
策
定
、
改
定
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
統
一
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
等
行
政
の
一
体
化
に
要
す

る
経
費

�
行
政
水
準
、住
民
負
担
水
準
の
格
差
是
正

③
都
道
府
県
が
行
う
合
併
支
援
経
費
に
対

す
る
財
政
措
置

①
市
町
村
合
併
に
対
す
る
新
た
な
特
別
交

付
税
に
よ
る
財
政
措
置
と
し
て
、
平
成　
１７

年
３
月
ま
で
に
市
町
村
合
併
を
行
っ
た
団

体
に
つ
い
て
、
合
併
年
度
ま
た
は
、
そ
の

翌
年
度
か
ら
３
カ
年
に
わ
た
り
特
別
交
付

税
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
ま

す
。

　

合
併
を
機
に
行
う
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
、

合
併
関
係
市
町
村
間
に
お
け
る
公
共
料
金

格
差
調
整
、
公
債
費
負
担
格
差
の
是
正
や

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
等
に
つ
い

て
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
措
置

②
合
併
準
備
経
費
に
対
す
る
財
政
措
置

③
合
併
移
行
経
費
に
対
す
る
財
政
措
置

④
合
併
市
町
村
の
行
う
事
業
に
対
し
て
、

都
道
府
県
が
交
付
す
る
補
助
金
、
交
付
金

等
に
つ
い
て
措
置

①
合
併
市
町
村
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建

設
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置

　

合
併
後
の
市
町
村
が
建
設
計
画
に
基
づ

き
、
特
に
必
要
な
事
業
の
経
費
に
つ
い
て

は
、
合
併
後　

カ
年
度
に
限
り
地
方
債
を

１０

充
当
（　

％
）
で
き
、
元
利
償
還
金
の
一

９５

部
（　

％
）
は
普
通
交
付
税
措
置

７０

〈
対
象
事
業
〉

�
旧
市
町
村
相
互
間
の
道
路
、
橋
梁
等
の

整
備
及
び
運
動
公
園
等
の
整
備

�
同
一
内
容
の
施
設
の
重
複
を
避
け
て
行

う
施
設
の
整
備

�
類
似
の
目
的
を
有
す
る
公
共
的
施
設
を

統
合
す
る
事
業

②
合
併
市
町
村
に
お
け
る
地
域
住
民
の
連

帯
の
強
化
、
又
は
旧
市
町
村
の
区
域
に
お

け
る
地
域
振
興
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
基

金
の
造
成
に
対
す
る
財
政
措
置

①
合
併
準
備
補
助
金

　

法
定
合
併
協
議
会
の
構
成
市
町
村
に
対

し
、
市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
等
の
市
町

村
の
合
併
の
準
備
に
係
る
事
業
に
要
す
る

経
費
を
措
置
。
一
団
体
に
つ
き
一
律
５
０

０
万
円
を
配
分

②
合
併
市
町
村
補
助
金

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
合
併
し
た

１７

３１

市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
建
設
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
た
事
業
を
市
町
村
の
人
口
規

模
に
応
じ
て
措
置

③
都
道
府
県
体
制
整
備
費
補
助
金

　

市
町
村
合
併
の
た
め
の
都
道
府
県
の
体

制
整
備
に
必
要
な
経
費
を
措
置

市
町
村
合
併
に
対
す
る

国
が
行
う
財
政
支
援
に
は

こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

　

市
町
村
は
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
経
費
の
節
約
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
可
能
に
な
り
ま
す
が

そ
の
一
方
で
、
合
併
直
後
は
新
し
い
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
た
め
に
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
で
は
合
併
後
の
市
町
村
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
特
例

的
な
財
政
措
置
を
講
じ
ま
す
。

普
通
交
付
税
に
よ
る
措
置

特
別
交
付
税
に
よ
る
措
置

合
併
特
例
債
に
よ
る
措
置

国
費
に
よ
る
補
助

（
平
成

年
度
以
降
）

１４
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合
併
に
よ
り
議
会
議
員
定
数
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

　

市
町
村
の
議
会
議
員
の
定
数
は
、
地
方

自
治
法
第　

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

９１

人
口
を
基
準
と
し
て
そ
の
定
数
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
特
例
法
で
は
議
員

定
数
の
激
変
緩
和
的
な
措
置
と
し
て
、
合

併
後
の
市
町
村
議
会
の
議
員
定
数
や
在
任

期
間
に
係
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
町
村
の
法
人
格
が
消
滅
す
る
た
め
原

則
と
し
て
は
合
併
前
の
市
町
村
の
議
員
は

す
べ
て
そ
の
身
分
を
失
い
ま
す
。
そ
し
て
、

合
併
後　

日
以
内
に
、
新
市
町
村
の
人
口

５０

に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
定
数
に
よ
り
、

新
し
い
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
合
併
特
例
法

上
の
特
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
定
数
特
例
を
活
用
す
る
場
合

　

最
初
の
選
挙
に
よ
る
議
員
の
任
期
に
限

っ
て
、
上
限
の
２
倍
ま
で
定
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
在
任
特
例
を
活
用
す
る
場
合

　

合
併
関
係
市
町
村
の
議
会
議
員
で
、
合

併
市
町
村
の
議
会
議
員
の
被
選
挙
権
を
有

す
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
最
長
２
年
間
在

任
で
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
編
入
す
る
市
町
村
の
議

員
の
身
分
に
は
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

編
入
さ
れ
る
市
町
村
の
法
人
格
は
消
え
る

こ
と
と
な
る
の
で
、
編
入
さ
れ
る
市
町
村

議
会
の
議
員
は
す
べ
て
身
分
を
失
う
こ
と

と
な
り
ま
す
が
次
の
よ
う
な
特
例
が
あ
り

ま
す
。

●
定
数
特
例
を
活
用
す
る
場
合

　

編
入
合
併
特
例
定
数
で
定
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
、
旧
市
町
村
の
区
域
で
選
挙

区
を
設
け
て
増
員
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　

更
に
、
合
併
後
最
初
の
一
般
選
挙
で
も

旧
市
町
村
の
区
域
で
選
挙
区
を
設
け
、
編

入
合
併
特
例
定
数
で
定
数
増
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
在
任
特
例
を
活
用
す
る
場
合

　

編
入
さ
れ
る
合
併
関
係
市
町
村
の
議
会

議
員
で
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
議
員

の
在
任
期
間
だ
け
在
任
で
き
更
に
、
合
併

後
最
初
の
一
般
選
挙
で
も
旧
市
町
村
の
区

域
で
選
挙
区
を
設
け
、
編
入
合
併
特
例
定

数
で
定
数
増
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
設
合
併

編
入
合
併

Ｂ町�Ａ町�

Ｃ町�

新設合併�

Ａ町� Ｂ町�

自治法第91条による�
上限の2倍の範囲内�

自治法�
第91条による�
定数�

設置�
選挙�

一般�
選挙�

一般�
選挙�

4
年
間�

特例定数�
Ａ町� Ｂ町�

合併前の関係市町村の�
議員全員が在任�

自治法�
第91条による�
定数�

選挙�
なし�

一般�
選挙�

一般�
選挙�

2
年
以
内�

特例定数�

Ｅ町�Ｄ町�

Ｅ町�

編入合併�

Ａ市� Ｂ町�

編入合併�
特例定数�

編入合併�
特例定数�

自治法第91条�
による定数�

増員�
選挙�

一般�
選挙�

一般�
選挙�

4
年
間�

編
入
先
の
�

残
任
期
間
�

特例定数�
Ａ市� Ｂ町�

合併前の関係市町村の�
議員全員が在任�

自治法第91条�
による定数�

選挙�
なし�

一般�
選挙�

一般�
選挙�

4
年
間�

編
入
先
の
�

残
任
期
間
�

特例定数�

編入合併�
特例定数�
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に�

備
え
る

備
え
る�

備
え
る�

金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合�

　

預
金
等
を
預
か
る
金
融
機
関
が
経
営

破
た
ん
し
た
場
合
に
、
そ
の
預
金
等
の

払
い
戻
し
保
証
を
一
定
額
ま
で
と
す
る

措
置
＝
「
ペ
イ
オ
フ
」
が
２
０
０
２
年

４
月
か
ら
段
階
的
に
解
禁
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

年
４
月
以
降
、
１
年
間
は
普
通
貯

'０２
金
な
ど
の
決
済
性
預
金
が
金
額
に
か
か

わ
ら
ず
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
は

元
本
１
、
０
０
０
万
円
ま
で
と
そ
の
利

子
が
保
護
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て

　

年
４
月
以
降
は
、
普
通
預
金
の
全
額

'０３保
護
が
終
わ
り
、
保
護
対
象
は
普
通
預

金
や
定
期
預
金
な
ど
、
す
べ
て
の
預
金

等
の
合
計
額
で
元
本
１
、
０
０
０
万
円

ま
で
と
そ
の
利
子
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
つ
の
金
融
機
関
に
複
数
の

普
通
預
金
や
定
期
預
金
な
ど
が
あ
っ
て
、

す
べ
て
の
残
高
の
合
計
額
が
１
、
０
０

０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
預
金
保
険

機
構
が
定
め
る
優
先
基
準
に
基
づ
い
て

元
金
利
の
保
護
対
象
が
決
ま
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
優
先
基
準
は
、
①
他
の
債
権
の

担
保
に
な
っ
て
い
な
い
預
金
を
優
先
、

②
預
金
が
担
保
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

満
期
の
早
い
も
の
を
優
先
、
③
担
保
に

な
っ
て
お
ら
ず
満
期
が
同
じ
場
合
は
金

利
の
低
い
も
の
を
優
先
、
④
満
期
も
金

利
も
同
じ
な
ら
預
金
保
険
機
構
が
指
定

す
る
も
の
を
優
先
、
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
預
金
を
預
か
る
金
融
機
関

が
破
た
ん
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず

ペ
イ
オ
フ
が
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
破
た
ん
時
の
損
失
額
が
、

ペ
イ
オ
フ
に
よ
っ
て
払
い
戻
し
保
証
す

る
金
額
よ
り
も
少
な
い
場
合
に
は
預
金

保
険
機
構
が
損
失
を
穴
埋
め
し
た
う
え

で
、
顧
客
資
産
の
受
け
皿
会
社
を
探
す

手
続
き
に
入
り
ま
す
。

２００３年４月以降２００２年４月から
２００３年３月末まで

２００２年
３月末まで

全体で
元本１０００万円
までと
その利子

全　額全　額
普通預金
当座預金
別段預金

元本
１０００万円と
その利子

全　額
定期預金
定期積立
金融債など

保護対象外全　額
外貨預金
譲渡性預金
など

段
階
的
に
解
禁
さ
れ
る

「
ペ
イ
オ
フ
」

総
務
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
・
矢
内
秀
明
、

消
防
交
通
係
長
・
橋
本　

亀
（
税
務
課
）

企
画
商
工
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
地
域

振
興
・
商
工
担
当
〕・
伊
藤
次
男
、
主
幹
兼

課
長
補
佐
〔
企
画
担
当
〕・
瀬
谷
寿
一
、
企

画
係
長
・
添
田
祐
司
（
保
健
福
祉
課
）、
主

査
・
水
野
憲
一
（
教
育
課
）、
主
事
・
菊
池

幸
子
（
中
央
公
民
館
）、
主
事
・
関
根　

拓

（
新
採
用
）

財
政
課
▼
課
長
・
矢
内
竹
士
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
長
生
園
）、
課
長
補
佐
・
味
戸
芳
彦

（
企
画
商
工
課
）、
管
財
係
長
・
福
田
光
雄

税
務
課
▼
主
任
主
査
兼
管
理
納
税
係
長
・

有
賀
英
宏
（
議
会
事
務
局
）、
主
任
主
査
・

遠
藤
八
重
子
（
企
画
商
工
課
）、
主
事
・
江

尻
勝
博
（
企
画
商
工
課
）、
主
事
・
清
水　

元
（
新
採
用
）

町
民
生
活
課
▼
課
長
・
渡
辺　

実
、〔
環
境

対
策
室
〕
課
長
補
佐
兼
町
民
係
長
・
渡
辺

健
一
（
総
務
課
）、
環
境
対
策
室
長
・
鈴
木

正
博
（
農
政
課
）

保
健
福
祉
課
▼
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
・
緑
川
俊
一
（
教
育
課
）、
国
保
係
長
・

増
子
信
雄
（
税
務
課
）、
主
査
・
佐
藤
康
博

（
都
市
建
設
課
）

農
政
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木

係
長
・
三
瓶
信
一
（
都
市
建
設
課
）、
主
幹

兼
課
長
補
佐
・
南
條
武
義

都
市
建
設
課
▼
課
長
・
岩
谷
好
伸
（
財
政

課
）、
課
長
補
佐
兼
維
持
係
長
・
近
内　

康
、

主
査
・
佐
川
正
美
（
水
道
事
業
所
）、
主

事
・
遠
藤
崇
典
（
税
務
課
）

会
計
室
▼
室
長
・
福
田
敏
夫
（
県
中
地
域

水
道
用
水
供
給
企
業
団
）、
室
長
補
佐
兼
審

査
係
長
・
丹
内
真
紀

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
▼
園
長
・
宗
形

兼
徳
（
教
育
課
）、
主
査
・
矢
内
幸
一
、
主

任
主
査
兼
寮
母
長
・
阿
部
ナ
カ
子

幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
・
児
童
館

▼
〔
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
〕
主
査
兼
保
育

士
兼
保
育
指
導
員
・
瀬
谷
幸
子
（
中
田
保

育
所
）、
主
査
兼
保
育
士
兼
保
育
指
導
員
・

湯
沢
千
春（
山
形
保
育
所
）、〔
第
一
保
育
所
〕

主
査
兼
保
育
士
・
矢
内
千
恵
子
（
母
畑
保

育
所
）、〔
第
二
保
育
所
〕
主
査
兼
保
育
士
・

遠
藤
み
ゆ
き
（
新
田
保
育
所
）、〔
母
畑
保

育
所
〕
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
技
師
・
熊

井
ト
シ
エ
（
中
谷
児
童
館
）、
保
育
士
・
二

瓶
美
登
里
（
板
南
保
育
所
）、〔
野
木
沢
保

育
所
〕
主
査
兼
保
育
士
・
二
瓶
美
恵
子
（
第

二
保
育
所
）、〔
外
槙
保
育
所
〕
主
査
兼
保

育
士
・
増
子
キ
ミ
子（
野
木
沢
保
育
所
）、〔
新

田
保
育
所
〕
主
任
主
査
兼
保
育
士
・
近
藤

ふ
ぢ
子
（
幼
児
保
育
セ
ン
タ
ー
）、〔
山
形

　

町
で
は
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
３
月　

日
で
７
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

３１

　

異
動
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
（　

）
内
は
旧
所
属

と
な
り
ま
す
。

担
当
職
員
が
変
わ
り
ま
し
た

町
職
員
の
人
事
異
動
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経
営
が
健
全
な
金
融
機
関

と
つ
き
合
う
の
が
一
番

　

ペ
イ
オ
フ
実
施
に
備
え
る
た
め
に
は
、

一
金
融
機
関
あ
た
り
の
預
金
等
を
最
高

で
も
１
、
０
０
０
万
円
ま
で
に
抑
え
、

複
数
の
金
融
機
関
に
預
金
等
を
分
散
す

る
と
い
う
の
が
一
つ
の
方
法
で
す
。
ま

た
、
１
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
資
金

は
預
金
等
で
運
用
せ
ず
、
投
資
信
託
や

債
券
な
ど
に
分
散
す
る
と
い
う
手
も
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
健
全
性
の
高

い
金
融
機
関
を
選
ん
で
つ
き
合
う
よ
う

に
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
よ
り
重
要
。
日

頃
か
ら
、
金
融
機
関
の
経
営
状
態
を
測

る
た
め
に
必
要
な
数
値
・
デ
ー
タ
な
ど

に
、
で
き
る
だ
け
目
を
光
ら
せ
て
お
く

　

保
険
会
社
が
経
営
破
た
ん
し
た
場
合

に
は
、　

年　

月
に
創
設
さ
れ
た
生
命

'９８

１２

保
険
・
損
害
保
険
契
約
者
保
護
機
構
が
、

破
た
ん
会
社
の
契
約
を
引
き
継
ぐ
救
済

会
社
に
必
要
な
資
金
を
援
助
す
る
か
、

機
構
自
ら
が
契
約
を
引
き
継
ぐ
形
で
、

保
険
契
約
そ
の
も
の
は
継
承
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
契
約
者
保
護
機
構
が
保
証

す
る
の
は
、
責
任
準
備
金
（
保
険
会
社

が
将
来
の
保
険
金
支
払
い
の
た
め
に
運

用
し
て
い
る
積
立
金
で
、
破
た
ん
時
に

は
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
）
の　

％
ま
で
、
契
約
し
た
保
険
金

９０

そ
の
も
の
が　

％
保
証
さ
れ
る
の
で
は

９０

な
く
、
救
済
会
社
な
ど
に
契
約
が
移
転

す
る
際
に
予
定
利
率
の
見
直
し
な
ど
が

行
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
分
、
さ
ら
に
保
険

金
が
減
額
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

保
険
契
約
は
継
承
さ
れ
る

が
保
険
金
は
減
額
も

証
券
会
社
の
資
産
と

顧
客
の
資
産
は
分
別
管
理

　

一
方
、
証
券
会
社
が
破
た
ん
し
て
も

投
資
家
の
資
産
が
損
な
わ
れ
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。
株
式
や
債
券
、
投
資
信

託
、
預
け
金
等
の
顧
客
資
産
は
会
社
の

資
産
と
分
別
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
万
一
（
証
券
会
社
が
顧
客
の
預

け
金
な
ど
を
流
用
し
て
い
た
ケ
ー
ス
な

ど
）
に
備
え
て
投
資
者
保
護
基
金
も
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

結婚して50年、今年めでたく金婚式を迎える
ご夫婦のみなさんを祝福し、次により賞状と
記念の「おしどり金メダル」をお贈りします。�

◎表彰を受けられる方◎
　昭和２７年１月１日から同年１２月３１日までに結婚さ
れ金婚を迎えた夫婦。また前回、自己申告の手続き
をしなかった金婚夫婦も受けられます。�
◎申込方法◎
　表彰該当者は、所定の用紙に必要事項を記入の
うえ、各単位老人クラブ、または保健福祉課高齢福
祉係にお申込みください。申込用紙は、単位老人ク
ラブ、保健福祉課高齢福祉係にあります。�
◎受付期間◎
　平成１４年７月５日(金)まで�
◎表彰式◎
　９月に各会場で行われる敬老会の席上で表彰します。�
◎お問い合わせ先◎
　保健福祉課高齢福祉係　1２６－９１２４�
　町老人クラブ連合会事務局　1２６－２０７３�

◎主　催◎�
福島県老人クラブ連合会・福島民報社�

◎後　援◎�
福島県・福島県市長会・福島県町村会�

金婚式おめでとう!

金婚夫婦
表彰
金婚夫婦
表彰

しあ わせ

　

４
月
１
日
か
ら
町
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
、
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

関
根　

拓
（
右
）、
清
水　

元（
左
）

で
す
。

　

第
４
次
総
合
計
画
を
基
本
に
、
誰

も
が
住
み
や
す
く
、
元
気
の
で
る
石

川
町
を
つ
く
る
た
め
、
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
し
い
町
の
職
員
を
紹
介

保
育
所
〕
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
技
師
・

角
田
み
よ
子
（
母
畑
保
育
所
）、〔
板
南
保

育
所
〕
主
任
保
育
技
師
・
十
文
字
美
津
子

（
外
槙
保
育
所
）、〔
谷
沢
保
育
所
〕
主
任

主
査
兼
主
任
保
育
技
師
・
南
條
ヒ
ナ
子
（
第

一
保
育
所
）、
主
査
兼
保
育
士
・
近
藤
ト
シ

子
（
中
谷
児
童
館
）、〔
中
谷
児
童
館
〕
主

査
兼
児
童
厚
生
員
・
角
田
郁
子
（
谷
沢
保

育
所
）

議
会
事
務
局
▼
議
事
係
長
・
吉
田
浩
子
（
監

査
委
員
事
務
部
局
）

監
査
委
員
事
務
部
局
▼
主
査
・
藁
谷
哲
男

（
企
画
商
工
課
）

教
育
課
▼
課
長
・
遠
藤
正
雄
（
町
民
生
活

課
）、
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
・
芳

賀
真
一
（
町
民
生
活
課
）、
主
査
・
荒
木
成

輔
（
水
道
事
業
所
）

公
民
館
・
体
育
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・

歴
史
民
俗
資
料
館
▼
主
任
主
査
兼
歴
史
民

俗
資
料
館
主
任
主
査
・
十
文
字
百
合
子
（
農

業
委
員
会
事
務
局
）

農
業
委
員
会
義
務
局
▼
主
幹
兼
事
務
局
次

長
・
南
條
武
義
、
主
任
主
査
・
長
田
美
恵

子
（
保
健
福
祉
課
）

学
校
▼
〔
石
川
小
学
校
〕
主
任
調
理
師
・

有
馬
延
次
郎
（
石
川
中
学
校
）、〔
石
川
中

学
校
〕
主
任
調
理
師
・
秋
山
幸
子
（
母
畑

小
学
校
）、
主
任
調
理
師
・
瀬
谷　

弘
（
石

川
小
学
校
）

水
道
事
業
所
▼
主
査
・
鈴
木
正
浩
（
農
政

課
）、
主
査
・
永
沼
重
和
（
都
市
建
設
課
）

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
▼
小
平

昭
信
（
財
政
課
）

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
▼
庭
野
英

宏
（
県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
）

退
職
者
▼
板
橋
幸
一
（
保
健
福
祉
課
）、
須

藤
勇
ニ
（
都
市
建
設
課
）、
金
沢
忠
一
（
会

計
室
）、
鈴
木
規
之
（
税
務
課
）、
首
藤
ミ

ツ
ヨ
（
板
南
保
育
所
）、
近
内
セ
ツ
子
（
町

民
生
活
課
）、
江
尻
由
紀
子
（
幼
児
保
育
セ

ン
タ
ー
）
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３
月　

日
、
石
川
幼
稚
園
礼
拝
堂
で
幼
稚
園
の

３０

閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
園
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
、
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
。

　

賛
美
歌
を
全
員
で
う
た
い
、
河
内
三
男
園
長
の

開
式
の
祈
り
、
郡
山
教
会
福
島
純
雄
牧
師
の
式
辞
、

続
い
て
、
西
牧
立
博
町
長
ら
が
来
賓
の
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
大
賀
俊
昭
父
母
と
教
師
の
会
会

長
も
園
の
経
過
な
ど
を
合
わ
せ
、
思
い
出
を
話
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、
今

ま
で
園
を
支
え
て
き
た
協
力
者
か
ら
は
涙
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

長
年
の
歴
史
石
川
幼
稚
園

な
み
だ
の
閉
園
式

　

４
月
２
日
〜
４
日
に　

の
保
育
所
、
児
童
館
で

１２

入
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
入
所
し
た
児
童
は
、
第
二
保
育
所
の
０
歳

児
１
人
を
含
む
３
２
８
人
（
男
１
５
９
・
女
１
６

９
）
で
す
。

　

４
月
３
日
行
わ
れ
た
谷
沢
保
育
所
の
入
所
式

で
は
、
新
た
に
入
所
し
た　

人
を
含
む　

人
（
男

１１

２８

　

・
女　

）
は
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
見
守

１４

１４

る
な
か
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、
元
気
よ
く
手
を
挙

げ
て
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
季
節
ご
と
の
行
事
を
楽
し
み

に
、
保
育
所
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
入
所
児
童
３
２
８
人

保
育
所
生
活
が
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
美
術
館
で
日
本
盆
栽
協
会

国
風
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

盆
栽
培
養
歴　

年
、遠
藤
貞
雄
さ
ん（
王
子
平
）

４０

の
樹
齢
約　

年
の
風
格
の
あ
る
も
み
じ
（
獅
子

８０

頭
）
が
見
事
、
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
「
次
は
国
風
賞
を
ね
ら
い
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

遠
藤
さ
ん
４
度
目

国
風
展
入
選
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４
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
国
体
記
念
第
７
回

東
日
本
高
校
強
化
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
が
、
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
、
東
北
、
北
陸
な
ど
か
ら　

校
が
参
加
。

２５

学
法
石
川
高
校
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
主
将
の
関
口

史
洋
主
将
の
選
手
宣
誓
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

各
県
選
抜
大
会
上
位
３
校
が
集
ま
り
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
試
合
が
連
日
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
学
法
石

川
高
校
は
、
準
決
勝
で
全
国
１
位
の
実
力
を
も
つ

富
山
・
氷
見
高
校
に
競
り
負
け
、
３
位
決
定
戦
で

も
埼
玉
・
浦
和
学
院
に
破
れ
第
４
位
と
な
り
ま
し

た
。 学

石
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

Ｖ
５
な
ら
ず
・
第
４
位

　

４
月
８
日
、
８
つ
の
小
学
校
、
２
つ
の
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
１
７
５
人
（
男　

・
女　

）
と
中
学
生

８９

８６

２
２
８
人
（
男
１
１
４
・
女
１
１
４
）
が
夢
と
希

望
を
胸
に
抱
き
、
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
、
新
入
児
童
は
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
い
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
手

を
ひ
か
れ
元
気
に
初
登
校
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
の
新
入
学
児
童
一
人
ひ
と
り

に
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
か
ら
、
交
通
安
全
を

願
い
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

新
入
学
児
童
一
人
ひ
と
り

交
通
安
全
意
識
を
高
め
て

　

４
月
７
日
、
板
橋
字
所
部
地
内
で
、
ふ
る
さ
と

農
道
・
所
部
〜
犬
ヶ
馬
場
線
開
通
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
地
域
住
民
な
ど
約　

人
が

５０

出
席
。
竣
工
記
念
碑
を
序
幕
、
祝
詞
奏
上
の
あ
と
、

玉
く
し
を
さ
さ
げ
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

西
牧
立
博
町
長
、
大
竹
邦
雄
さ
ん
ら
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
歩
き
初
め
を
し
て
開
通
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。

　

こ
の
農
道
は
、
部
分
的
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、平
成
７
年
か
ら
国
の
補
助
を
受
け
、約
１
・

９
�
の
全
線
が
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
農
道
開
通
を
祝
う

板
橋
の
所
部
〜
犬
ヶ
馬
場
間

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
７

人
い
ま
す
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結
婚

２６

１１

し
ま
し
た
。
戦
中
は
小
学
生
で
し

た
の
で
、
学
校
で
運
動
を
し
な
い
で
、

農
作
物
な
ど
の
勤
労
奉
仕
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
戦
争
で
の
兄
の
戦
死

に
よ
っ
て
家
を
任
さ
れ
、
農
業
を
中
心

に
稲
作
、
麦
、
葉
タ
バ
コ
を
作
り
な
が

ら
生
計
を
立
て
ま
し
た
。
妻
と
一
緒
に

夢
中
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

太
治
さ
ん　

最
近
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
は
じ
め
、
３
級
審
判
の
資
格
を

取
り
ま
し
た
。
ま
た
二
人
で
温
泉
旅
行
、

野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
・
北
須
川
沿
い
の
桜
並
木
で

す
。
東
京
か
ら
息
子
夫
婦
が
毎
年

来
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

保
養
施
設
を
、
も
っ
と
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

職
業
▽
�
石
川
額
縁
で
額
縁
の
製
造

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

ま
だ
、
は
じ
め
て
ま
も
な
い
の
で
、

上
手
に
滑
れ
な
い
け
ど
「
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
」
に
夢
中
で
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

額
縁
製
造
の
全
工
程
を
覚
え
て
、

責
任
の
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
た
い

で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

町
内
の
上
下
水
道
の
完
備
。白
石
・

猫
啼
地
区
で
も
上
水
道
が
な
い
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
く
整
備
し

て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
て
、
気
の
利
く
、
優
し
い
人
。

次
回
は
小
豆
畑
さ
ん
の
紹
介
で
、

関
根
裕
子
さ
ん
で
す
。

斎
藤　

太
治
さ
ん（　

歳
）

７０

　
　
　

友
江
さ
ん（　

歳
）

６９

住
所
／
形
見
字
大
工
内

白石

小豆畑誠さん（２２歳）

鈴木　 和 香   　ちゃん
わ か

北町　　　　　　　　　　　　
憲和さん・睦子さんの長女　　
平成１３年２月３日生まれ　　　

「相手を思いやる、やさしい女
の子になってネ!!ＰＳ風邪をひ
かないようにね！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。
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◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

谷
地
の
竹
ノ
花
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

子
ど
も
の
頃
、
男
同
士
の
山
遊
び
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
木

登
り
、
最
後
に
は
ケ
ン
カ
で
す
ね
。
ま
た
学
校
帰
り
に
道

路
沿
い
の
川
で
石
け
り
し
な
が
ら
４
キ
ロ
の
道
を
歩
い
た

時
、
谷
沢
の
人
々
か
ら
四
季
の
食
べ
物
を
い
た
だ
い
た
こ

と
。
故
郷
の
人
情
あ
ふ
れ
る
心
の
温
か
さ
の
思
い
出
が
宝

で
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

タ
レ
ン
ト
業
で
司
会
を
し
て
い
ま
す
。
千
葉
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
日
本
、
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
な
ど
Ｔ
Ｖ
や
舞
台
で
全
国
を

回
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
石
川
ま
さ
る
担
当
と
し
て
同

じ
番
組
、
同
じ
テ
レ
ビ
、
常
に
二
人
三
脚
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
映
画
仕
事
も
ド
ラ
マ
仕
事
も
必
ず
二
人
で
出
演

し
て
い
ま
す
。
故
郷
の
宣
伝
だ
け
は
生
放
送
で
ト
ー
ク
し

て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

自
然
の
恵
み
の
町
、
歴
史
と
水
晶
の
ロ
マ
ン
の
町
で
す

ね
。
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
、
母
畑
湖
、
東
北
一

ラ
ジ
ウ
ム
鉱
泉
の
５
つ
の
温
泉
郷
。
石
川
温
泉
小
唄
の
桜

の
町
、
緑
の
町
は
最
高
で
す
ね
。
石
都
々
古
和
気
神
社
例

大
祭
、
八
槻
市
な
ど
石
川
の
宝
で
す
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
司
会
な
ど
を
務
め

故
郷
の
宣
伝
だ
け
は
生
放
送
で
ト
ー
ク

茨城県 田口　清さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

水
路
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な
自
然
環
境

が
保
た
れ
て
い
る
東
京
都　

区
の
最
北

２３

端
に
位
置
す
る
人
口
約　

万
の
足
立
区

６２

で
す
。
東
京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

の
性
格
が
色
濃
く
、
主
な
産
業
と
し
て

靴
や
鞄
な
ど
の
革
製
品
、
家
具
な
ど
で
、

大
半
が
中
小
零
細
企
業
で
す
。

　

西
新
井
大
師
を
は
じ
め
昔
の
下
町
の

雰
囲
気
が
残
り
、
人
付
き
合
い
も
人
情

味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
街
は
賑
わ
い

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
公
園
な
ど
を

利
用
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
元
年
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

自
然
環
境
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
街

に
ゴ
ミ
が
少
な
く
マ
ナ
ー
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
方
言
が
好
き
で
、
お
年
寄
り

に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
す
る
機
会
も
あ

り
、
と
て
も
溶
け
こ
み
易
い
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
子
育
て
の
環
境
、
都
会

の
雑
感
も
少
な
く
と
て
も
住
み
や
す
い

と
こ
ろ
で
す
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

多
く
の
人
々
が
長
く
住
ん
で
い
く
た

め
に
、
図
書
館
、
公
園
の
整
備
を
進
め
、

財
政
難
と
言
わ
ず
、
若
者
が
住
み
た
く

な
る
町
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

東京都足立区東京都足立区

沢
井
字
小
金
石

小
林　

栄
子
さ
ん

根本　 朱 莉   　ちゃん
あか り

坂路字馬場宿　　　　　　　　
正友さん・明子さんの長女　　
平成１３年３月３１日生まれ　　　

「ようやく１歳になりました。
いつまでも明るく元気な朱莉で
いてね！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ラジオ番組で故郷をＰＲ
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昨
年
３
月
、
日
本
商
工
会
議
所
は
、

「
市
民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
踏
ま
え
た

中
心
市
街
地
の
再
構
築
に
向
け
て
」

と
し
た
〈
街
づ
く
り
促
進
に
関
す
る

提
言
〉
を
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、
政
府
・
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化

対
策
の
一
層
の
推
進
と
Ｔ
Ｍ
Ｏ
な
ど

街
づ
く
り
組
織
の
運
営
へ
の
支
援
、

地
域
事
情
に
沿
っ
た
大
規
模
小
売
店

舗
立
地
法
の
運
用
の
確
保
や
大
型
店

撤
退
へ
対
応
、
総
合
的
な
土
地
利
用

規
制
の
確
立
な
ど
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
議
所
・
商
店
街
の
取

り
組
み
に
対
し
て
も
、
身
の
丈
に
合

っ
た
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
等
の
推
進
、
市
民

参
加
型
街
づ
く
り
組
織
と
の
連
携
強

化
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
個

別
案
件
・
運
用
問
題
へ
の
積
極
的
対

応
、
地
域
事
情
に
沿
っ
た
独
自
手
続

き
の
制
定
、
総
合
的
な
土
地
利
用
規

制
の
確
立
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
て

い
ま
す
。 

Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
は

「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
と
は
、
街
を
元
気
に
す
る
た

め
に
が
ん
ば
る
組
織
の
こ
と
で
す
。

Ｔ
は
「
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＝
街
」、
Ｍ
は
「
Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
＝
管
理
・
運
営
す
る
」、

Ｏ
は
「
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＝

組
織
・
団
体
」
の
略
で
、 

ひ
と
こ
と
で
言

え
ば
「
街
を
元
気
に
す
る
」
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。

日本商工会議所の
街づくり促進に
関する提言

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

子
ど
も
た
ち
も
親
元
か
ら
離
れ
、
現

在
夫
も
単
身
赴
任
中
の
主
婦
で
す
。

　

石
川
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
副
会
長
、

家
庭
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
通

じ
て
地
域
の
人
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

昨
年
参
加
し
た
『
女
性
の
翼
』
の
仲
間

と
花
を
植
え
た
り
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
街

の
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
週
一
回

英
会
話
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
発
足
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
の
一
員
と
し
て
男
女
共

同
参
画
社
会
の
理
解
と
認
識
を
ま
ず
多

く
の
男
性
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

豊
か
な
自
然
、
三
芦
城
跡
や
小
和
清

水
な
ど
の
身
近
に
あ
る
史
跡
め
ぐ
り
、

ま
た
那
須
の
山
々
の
稜
線
に
沈
む
夕
日

の
眺
望
も
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
向
こ

う
三
軒
両
隣
的
な
人
情
味
の
あ
る
所
で

生
活
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

学
校
が
完
全
週
５
日
制
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
受
け
皿
と
し
て
高
齢
者
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
医
療
や
介

護
の
世
話
に
な
ら
ず
、
長
生
き
で
き
る

指
導
機
関
や
作
業
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
憩
い
の
場
を
、
そ

し
て
隣
接
に
保
育
所
、
図
書
館
な
ど
が

あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
情
操
教
育

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
中
高
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
と
し
て
も
活

用
で
き
ま
す
。

　

町
お
こ
し
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
は
必
須
で
す
。
も
っ
と
石
川
町

を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
水
晶

の
町
と
う
た
わ
れ
な
が
ら
採
掘
場
所
や

採
石
場
所
を
知
ら
な
い
町
民
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
鉱
物
ツ
ア
ー
、
史
跡
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
な
ど
を
企
画
し
、
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
町
の
知
識
者
、

生
涯
学
習
受
講
者
を
登
用
し
て
、
多
く

の
人
々
に
町
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
は
遊
歩
道
、
キ
ャ

ン
プ
施
設
、
プ
ー
ル
等
も
完
備
し
親
子

の
対
話
、
健
康
づ
く
り
に
も
最
適
の
場

所
で
す
。
あ
る
施
設
を
上
手
に
活
用
し

て
「
行
っ
て
み
た
い
石
川
町
」、「
住
ん

で
み
た
い
石
川
町
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
行
政
、
議
員
の
み
な
さ

ん
の
発
展
的
活
躍
を
望
ん
で
い
ま
す
。

�
行
っ
て
み
た
い
石
川
町
�

�
住
み
た
い
石
川
町
�で
あ
っ
て
ほ
し
い武

田
繁
子
さ
ん
●
双
里
字
神
主

▲史跡めぐりも楽しめます（小和清水）

▲和久鉱山跡
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今
回
調
査
し
た
本
殿
は
石
都
々
古
和

気
神
社
（
下
泉
）、
塩
釜
神
社
（
当
町
）、

近
津
神
社
（
南
町
）、
塩
釜
神
社
（
谷

沢
）、菅
船
神
社（
坂
路
）、八
幡
神
社（
中

野
）、両
所
神
社（
中
田
）、 石  
上 
神
社（
塩

い
そ 
が
み

沢
）
の
八
社
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
建
築

57

編
纂
室
だ
よ
り�

神
社
及
び
寺
院
・
仏
堂
建
築
の
調
査
概
要

　

昨
年
八
月
『
文
化
編
』
の
近
世
・
近
代
の
建
築
を
執
筆
す
る
た
め
草
野
和

夫
先
生
（
東
北
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
と
高
橋
恒
夫
先
生
（
同
大
教
授
）
に

よ
り
寺
院
・
神
社
・
民
家
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
こ
の
た
び
、
寺
院
と

神
社
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

12

人
・
自
然
が
融
け
合
う　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　
い
し
か
わ

基　
本　
計　
画

《
第
４
章
》活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
ま
ち

（
産
業
）―
そ
の
②

　

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

１　

観
光
の
振
興

　

多
様
化
・
個
性
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

良
好
な
自
然
景
観
や
文
化
・
歴
史
な
ど
の
観
光
資
源
の
効

果
的
な
活
用
に
よ
る
観
光
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
温
泉
資

源
を
活
か
し
た
滞
在
型
の
魅
力
あ
る
観
光
地
を
め
ざ
し
ま

す
。

様
式
は
す
べ
て
「 
一
間
社
流
造 
り
」
と

い
っ
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
様
式
は
、
全
国
一
多
い

そ
う
で
す
。

　

最
大
規
模
の
も
の
は
、
石
都
々
古
和

気
神
社
で
正
面
二
百
十
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
奥
行
百
九
十
七
・
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
本
殿
全
体
に
装
飾
、

彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
創
建
後
に
付
け
ら
れ
た
可
能
性

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
中
野
の
八
幡
神
社
と
塩
沢

の
石
上
神
社
は
装
飾
、
彫
刻
が
非
常
に

多
く
、
当
町
の
塩
釜
神
社
と
坂
路
の
菅

船
神
社
は
と
て
も
造
り
が
上
質
だ
そ
う

で
す
。
建
築
年
代
は
、
今
の
と
こ
ろ
十

八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て

の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
院
は
乗
蓮
寺
（
下
泉
）、
薬
王
寺

（
大
室
）、長
泉
寺（
高
田
）、光
渡
寺（
板

橋
）、
光
国
寺
（
曲
木
）
な
ど
の
各
本
堂

と
薬
王
寺
薬
師
堂
と
福
満
虚
空
蔵
堂

（
仏
堂
）
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

真
言
宗
智
山
派
の
乗
蓮
寺
と
薬
王
寺

は
、
共
に 
入  
母  
屋  
造 
り
で
規
模
も
比
較

い
り 

も 

や 

づ
く

的
大
き
く
、
建
築
年
代
は
十
八
世
紀
前

半
か
ら
中
頃
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

曹
洞
宗
の
光
渡
寺
は
、 
須  
弥  
壇 
裏
の

し
ゃ 

み 

だ
ん

墨
書
に
よ
り
大
工
が
野
州
（
現
在
の
栃

木
県
）
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
福
満
虚
空
蔵
堂
は 
方
形 
造

ほ
う
ぎ
ょ
う

り
で
、 
格
天
井 
の
天
井
板
に
は
、
寄
進

ご
う
て
ん
じ
ょ
う

者
と
し
て
越
後
国
（
現
在
の
新
潟
県
）

 
蒲  
原 
郡
の
人
の
名
が
み
ら
れ
、
大
工
以

か
ん 
ば
ら

外
の
人
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
新
事
実
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
は
文

化
編
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

神
社
本
殿
の
建
築

寺
院
・
仏
堂
建
築

▲石都々古和気神社本殿立面図
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36

・
調
理
の
工
夫
で
食
材
を
使
い
切
る

（
例
：
大
根
や
セ
ロ
リ
の
葉
は
刻

ん
で
ゆ
で
、ス
ー
プ
や
餃
子
の
具
に
）

③
洗
い
物
・
後
片
付
け
の
手
順

・
ぼ
ろ
布
や
古
紙
で
、
鍋
や
皿
の
汚
れ

は
ま
ず
拭
き
取
る

・
汚
れ
の
少
な
い
食
器
を
先
に
洗
い
、

洗
剤
は
少
量
に
す
る

④
上
手
な
食
品
の
保
存
法

・
ガ
ス
台
近
く
や
高
温
多
湿
の
場
所
で

の
保
存
は
避
け
る

・
冷
蔵
庫
に
は
、
余
分
な
箱
や
袋
入
り

の
ま
ま
入
れ
ず
、
詰
め
込
み
過
ぎ
な

い
⑤
活
か
し
方
・
捨
て
方
の
工
夫

・
残
っ
た
料
理
は
、
別
の
料
理
に
ア
レ

ン
ジ
す
る

・
容
器
や
包
装
材
は
、
再
使
用
で
き
る

瓶
や
再
生
品
を
選
ぶ

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は

　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
大
自
然
か

ら
の
恵
ま
れ
た
食
料
を
無
駄
な
く
消
費

し
て
、
残
さ
を
極
力
自
然
に
還
す
と
い

う
生
物
本
来
の
務
め
を
果
た
す
こ
と
で

す
。
家
庭
で
も
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
心

掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
実
践
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト

①
食
べ
物
の
選
び
方
・
買
い
方

・
買
い
物
か
ご
や
袋
を
持
参
し
、
過
剰

な
包
装
を
避
け
る

・
バ
ラ
売
り
や
ト
レ
ー
な
し
の
商
品
を

選
ぶ

・
食
材
は
、
２
〜
３
日
に
食
べ
切
れ
る

量
を
目
安
に
購
入

②
地
球
に
や
さ
し
い
家
庭
料
理

・
新
鮮
な
材
料
で
、
手
作
り
の
旬
の
食

事
を
楽
し
む

・
家
族
の
人
数
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
調
理
用
具
の
サ
イ
ズ
を

選
び
、
作
り
過
ぎ
な
い

「
す
べ
て
の
ス
タ
ー
ト
は
家
庭
か
ら
」

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

　

土
曜
日
が
完
全
に
休
み
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
や
地
域
社
会
で
過
ご
す
時

間
が
、
増
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
や
地
域
社
会
は
ど
う
あ
れ
ば
良

い
か
を
、
再
度
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

す
べ
て
の
ス
タ
ー
ト
は
家
庭
か
ら
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と

が
、
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
社
会
で
は
、「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
理
念

を
も
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
良
い
地
域
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
の

消
費
者
の
役
割

　

ご
み
の
排
出
を
減
ら
し
、
資
源
の

再
使
用
・
再
生
利
用
を
す
す
め
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
消
費
者
に
も
責
任

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
容

器
包
装
」「
家
電
製
品
」
の
ご
み
は
、

私
た
ち
消
費
者
も
役
割
を
分
担
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と

な
る
容
器
包
装
（
現
在
、
収
集
を
行

っ
て
い
る
も
の
）

・
ガ
ラ
ス
瓶
・
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル

ミ
缶
・
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ

　

消
費
者
、
市
町
村
、
事
業
者
が
役

割
分
担
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

安
ら
ぎ
の
あ
る
楽
し
い
家
庭
づ
く
り

１　

心
安
ら
ぐ
楽
し
い
家
庭
は
、
家
庭
が
意
識
的
に
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
得
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、
家
庭
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２　

家
庭
づ
く
り
の
基
礎
は
会
話
で
す
。
夫
婦
間
、
親
子
間
、
子
ど
も
間
で
の
会

話
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
話
の
機
会
を
つ
く
る
工

夫
が
大
切
で
す
。

住
み
良
い
地
域
づ
く
り

１　

住
み
良
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
の
現
状
、
課
題
、
子
ど
も

た
ち
の
様
子
な
ど
を
よ
く
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

２　

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
た
め
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
積
極
的
に
話
し

合
い
の
場
を
も
う
け
、
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

消
費
者

　

分
別
排
出
に
協
力

市
町
村

　

分
別
収
集

事
業
者

　

再
商
品
化

� �
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●保険税●�
　国保に加入している人は、給付を受ける「権利」があると同時に、保険
税を納める「義務」もあります。�
　保険税は、国保制度運営のための重要な財源です。必ず納期内に納めま
しょう。�

保険税は、国保への加入資格発生の月分から�
納めることになります�

1

年度の途中でやめた人の保険税�4

過年度分の保険税とは？�5

口座振替のご利用を�6年度の途中で加入した人の保険税は、�
次のように計算します�

2

転入した人の保険税は、�
あとで追加されることがあります�

3

　たとえば、5月に会社をやめて、8
月に国保に加入の届け出をした場合、
保険税は届け出をした8月分からで
はなく、加入資格が発生した5月分
から納めていただきます。�

加入資格発生月から３月までの月数�
12

年間�
保険税�×�

　転入して国保に加入した人については、保険税の
算定の基礎である前年の所得金額が不明のため、前
住地に問い合わせます。したがって、所得金額が判
明したあとで保険税が追加されることがあります。�

①世帯全員がやめたときは、国保の資格がなくなった前月分までの保険税
を再計算します。その結果、不足分がある場合は、やめた月以降に納め
ていただくことがあります。なお、納め過ぎとなっている場合は、あと
でお返しします。�
②世帯の一部の人がやめたときは、再計算して、残額を届け出の翌月から
月割で納めていただきます。�

　保険税は、毎年4月から翌年3月までを年間の保険税として計算します。
1月に国保に加入しなければならないにもかかわらず、3月以降に届け出
たような場合には、3月分以前の保険税は、現年度の4月分からの保険税
とは別に計算します。これを過年度分保険税といいます。�

　一度手続きをすれば、毎回自動的に
保険税が引き落とされるので、納め忘
れがありません。市区町村指定の金融
機関で手続きをしてください。�

手続きに必要なもの�
・保険税の納付書�
・通帳�
・通帳届出印�

　災害・病気等の理由で、一定の基準に該当し、なおかつ資産・技能
等を活用しても生活が困難な場合は、保険税が減額されることがあり
ます。�
　国保の担当窓口でご相談ください。�

納付が困難なときは�

　

タ
バ
コ
が
身
体
に
与
え
る
影
響
と
し

て
肺
が
ん
を
は
じ
め
、
各
種
が
ん
や
心

疾
患
・
脳
血
管
疾
患
と
い
っ
た
循
環
器

病
、
糖
尿
病
・
歯
周
病
な
ど
、
ま
た
、

妊
婦
さ
ん
に
関
し
て
は
、
低
出
生
体
重

児
や
流
・
早
産
な
ど
の
原
因
の
１
つ
に

も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
で

も
身
体
へ
の
悪
影
響
が
あ
り
、
非
喫
煙

者
、
特
に
妊
婦
、
乳
幼
児
へ
の
影
響
が

あ
る
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

も
う
成
人
し
て
吸
っ
て
い
る
人
は
、

ご
自
分
で
判
断
し
て
吸
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
で
な
い
未
成
年
者
に
対
し
て
の
取

り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
子

ど
も
や
、
こ
れ
か
ら
子
を
産
み
、
育
て

て
い
く
若
い
女
性
が
タ
バ
コ
に
手
を
出

さ
な
い
よ
う
に
、
健
康
被
害
や
ニ
コ
チ

ン
依
存
に
関
す
る
こ
と
を
教
え
た
り
、

防
煙
対
策
、
分
煙
対
策
、
禁
煙
対
策
な

ど
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

中
高
校
生
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
吸
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
中
学

３
年
生
は
０
・
８
％
、
高
校
３
年
生
で

は　

・
２
％
、「
吸
っ
た
こ
と
が
あ
る
」と

２０
答
え
た
中
学
３
年
生
は　

・
３
％
、
高

２１

校
３
年
生
で
は　

・
８
％
で
し
た
。
未

２１

成
年
の
喫
煙
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
未
成
年
の
う
ち
か
ら
喫

煙
を
開
始
す
る
と
身
体
に
様
々
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
タ
バ
コ
に
手

を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
小
さ
い
時
か
ら

教
え
て
い
く
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

「
健
康
い
し
か
わ　

」
２１

タ
バ
コ
に
つ
い
て
考
え
る

今月の納期
５月２７日まで納めましょう

固定資産税（１期分）

になる
いい話。�地域で取れた旬の産物を

上手に食べましょう

　日本には四季があり、その季節の移り変わりとともにもた

らされる様々な農産物があります。これらは、その地域の風

土が育んだ「自然の恵み」です。この農産物と同じ風の匂い、

土の匂いを感じながら食べる事は、実に豊かで贅沢な楽しみ

方ではないでしょうか。

　最近では、冬が旬のほうれん草が夏でも食べられるなど、

栽培技術の進歩により、四季に関係なく色々な食材が出回っ

ています。しかし、冬に収穫された旬のほうれん草に比べ、

夏の物はビタミンＣの含有量が約３分の１しかないので、た

くさん食べないと必要なビタミンＣは摂れません。このよう

に、旬の食材は味だけでなく栄養価も高いことがわかります。

　ハウス野菜や、県外、さらには外国から四季に関係なく食

材が届き、旬が分りにくい現代ですが、食材の旬を知り大切

にして、四季の変化を楽しむとともに、健康に役立てていき

ましょう。

　春は特に、キャベツ、 三  葉 、竹の子やたらの芽、ウドなど
みつ ば

の山菜が豊富に取れます。
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募
　
集�

相
　
談�

自
動
車
税
は
お
早
め
に

納
期
限
は
５
月　

日
ま
で

３１

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

１４

新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
は
じ
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送

付
さ
れ
た
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く

お
読
み
い
た
だ
い
て

５
月　

日
（
月
）
ま
で
に

２０

　

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

の
印
鑑

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
第
二
課

　

�
０
２
４
―
９
３
５
―
１
２
６
１

　

�
０
２
４
―
９
３
５
―
１
２
６
４

●
平
成　

年
歌
会
始
の
お
題

１５

　
「
町
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
詠
進
の
期
間

　

平
成　

年
９
月　

日
（
月
）
ま
で

１４

３０

　
〔
当
日
消
印
有
効
〕

●
申
込
先

　
「
〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁
」

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を

は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
９
月　

日（
金
）

２０

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
）
で
は
、
ふ
る
さ
と
石
川
町
の
み
な

さ
ん
と
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企
画
商

工
課
商
工
観
光
係
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
日　

時

　

平
成　

年
６
月
２
日
（
日
）

１４

　

正
午
か
ら
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー

●
場　

所

　

東
京
都
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

●
会　

費

　

男
性
・
９
、
０
０
０
円

　

女
性
・
８
、
０
０
０
円

　
〔
当
日
徴
収
〕

●
定　

員

　
　

人
〔
定
員
に
な
り
次
第
締
切
〕

３０
●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
商
工
課
商
工
観
光
係

　

�
２
６
―
９
１
１
３

　

総
務
省
で
は
、
石
川
町
を
担
当
す
る

行
政
相
談
員
と
し
て
、
鈴
木　

益
夫
氏

新
町
２
５
―
２

�
２
６
―
２
３
６
８

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
員
は
、
国
・
県
や
市
町
村

を
は
じ
め
、
特
殊
法
人
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

公
社
等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
意
見
・
要

望
を
受
付
、
み
な
さ
ん
と
役
所
等
と
の

間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る

よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月　

日（
月
）か
ら　

日

２０

２６

（
日
）ま
で
は「
春
の
行
政
相
談
週
間
」で

す
。
行
政
相
談
員
は
い
つ
で
も
自
宅
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間

中
は
次
の
と
こ
ろ
で
「
県
政
相
談
会
」

と
合
わ
せ
行
政
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

　

平
成　

年
５
月　

日
（
月
）

１４

１３

●
時　

間

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所

　

中
央
公
民
館

●
相
談
委
員

　

鈴
木　

益
夫
氏
・
県
政
相
談
員

　

な
お
、
５
月
は
「
さ
わ
や
か
行
政
サ

ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ご
意
見
、

要
望
等
が
あ
れ
ば
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

�
２
６
―
２
１
１
２

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
（
午

前
０
時
）
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）
が
１
年
分
（
４
月
１
日

〜
翌
年
３
月　

日
）
を
納
め
る
事
に
な

３０

っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。

　

納
期
限
は
５
月　

日
で
す
。
早
め
に

３０

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
の
方
や
精
神
障

害
者
等
の
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
に
、
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
の
方
が
所
有
す
る
自
動

車
に
対
す
る
税
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

●
手
帳
の
等
級
と
障
害
の
部
位
及
び
運

転
す
る
方
が
本
人
か
否
か
に
よ
り
判
定

す
る
事
と
な
り
ま
す
。

●
該
当
す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
持
参

の
う
え
５
月　

日
ま
で
に
申
請
し
て
く

２４

だ
さ
い
。

（
１
） 
自
動
車
税
減
免
申
請
書
（
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
に
あ
り
ま
す
。）

（
２
） 
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

（
３
）
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

（
４
）
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）

（
５
）
生
計
を
一
に
す
る
同
居
家
族
の

方
が
運
転
す
る
場
合
に
は
身
体
障
害
者

等
の
た
め
に
運
転
す
る
旨
の
証
明
書

（
平
成　

年
４
月
１
日
以
降
各
市
町
村

１４

福
祉
担
当
課
に
お
い
て
証
明
し
た
も

の
）

（
６
）
納
税
義
務
者
（
身
体
障
害
者
等
）
　

東
京
い
わ
き
石
川
会
（
石
森
宥
児
会

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月　

日
〜　

日

２０

２６

平
成　

年
歌
会
始
の
お
題

１５

及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

東
京
い
わ
き
石
川
会

交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集
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新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

二　

瓶　

光　

昭 

中　

野

大　

越　

さ
お
り 

郡
山
市

遠　

藤　

宏　

一 

山　

形

金　

子　

ひ
と
み 

天
栄
村

塩　

田　

俊　

郎 

北　

山

棚　

木　

理　

井 

鹿
ノ
坂

藤　

田　

忠　

勇 

塩　

沢

市　

川　

晶　

子 

郡
山
市

水　

野　
　

正 

い
わ
き
市

吉　

田　

里　

美 

沢　

井

渡　

邉　

賢　

一 

高　

田

土　

田　

た
か
こ 

古
殿
町

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

齋
藤　
　
 
巧 
（
雄　

一
・
亜
由
美
）
塩　

沢

た
く
み

迎　
 
稀  
羅  
莉 
（
茂　

城
・
由　

美
）
矢
ノ
目
田

き 

ら 

り

目
黒　

涼
士

    

（
丈　

史
・
千
恵
子
）
大　

室

り
ょ
う
じ

添
田　
 
瑞  
城 
（
和　

秀
・
里　

美
）
境
ノ
内

み
ず 
き

高
城　

怜
奈

    

（
卓　

也
・
恭　

子
）
双　

里

り
ょ
う
な

根
本　
 
澪  
音 
（
高　

弘
・
ケ
サ
子
）
双　

里

し 
お
ん

添
田　
 
心  
愛 
（
洋　

一
・
文　

枝
）
母　

畑

こ
こ 
あ

吉
田　
 
渓  
人 
（
知　

克
・
順　

子
）
沢　

井

け
い 
と

円
谷　
　
　   

（
幸　

治
・
絵　

梨
）
中　

野

り
ん

水
野　
 
尚  
貴 
（
成　

夫
・
次　

子
）
双　

里

な
お 
き

添
田　
　
 
駿 
（
通　

孝
・
里　

美
）
沢　

井

し
ゅ
ん

　
　
　
 
梨  
沙 
（
伸　

雄
・
早　

苗
）
板　

橋

り 

さ

折
野　
 
恵  
太 
（
陽　

一
・　

恵　

）
形　

見

け
い 
た

佐
川　
 
絢  
美 
（
正　

美
・　

薫　

）
赤　

羽

あ 

み

近
内　
 
星  
恋 
（
忠　

史
・
祐　

子
）
中　

野

せ 
れ
ん

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

カ
ッ
プ
ル
誕
生

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

近　

藤　

キ
ヨ
ノ 

南　

町

中　

島　

恒　

子 

沢　

井

永　

沼　
　

孟　
 

当　

町

久　

和　

正　

信 

沢　

井

曲　

山　

正　

松 

塩　

沢

矢　

内　

末　

藏 

塩
ノ
平

太　

樂　

サ　

ツ 

板　

橋

緑　

川　

ミ　

ヨ 

南
山
形

鈴　

木　

智　

子 

双　

里

三　

森　

祥　

照 

中　

田

橋　

本　

ユ　

キ 

山　

形

橋　

本　

ト　

ミ 

高　

田

長
谷
川　

慶　

信 

曲　

木

今　

井　

惠　

光 

赤　

羽

関　

根　

藤　

吉 

南
山
形

添　

田　

又　

典 

母　

畑

吉　

田　

邦　

明 

立
ヶ
岡

古　

市　

ツ　

ヤ 

高　

田

二　

瓶　

榮　

子 

中　

野

矢　

吹　

ハ　

ル 

双　

里

迎　
　

勝　

代 

北　

町

原　
　
　

祝 

当　

町

添　

田　

ヨ
シ
イ 

北
山
形

大　

竹　

安　

高 

塩　

沢

高　

原　

榮　

正 

境
ノ
内

塙　
　

千
惠
子 

湯
郷
渡

酒　

井　

モ　

ン 

谷　

沢

　
　

川　

甲
子
男 

当　

町

老人福祉センター
総合体育館
町民グラウンド

町民グラウンド
旧石川小グラウンド
総合体育館
老人福祉センター
役場宿直室

水防月間（５／１～３１日）
情報通信月間（～６／１５日）

心配ごと相談 (１０時～ )
極真空手道福島支部合宿（～１９日）
ソフトボール協会Ａリーグ
春の行政相談週間（～２６日）
肝臓週間（～２６日）

ソフトボール協会Ｃリーグ

ＪＡあぶくま石川総代会
心配ごと相談（１０時～）
交通事故巡回相談（１０時～）

世界禁煙デー
禁煙週間（～６／６日）

水
木
金
土
日
月

火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金

１５
１６
１７
１８
１９
２０

２１
２２
２３
２４
２５
２６

２７
２８
２９
３０
３１

町民グラウンド
町民グラウンド
総合体育館・多目的広場

老人福祉センター

町民グラウンド
町民グラウンド外
総合体育館・多目的広場

総合体育館

町民グラウンド

人権擁護委員の日
第４４回水道週間（～７日）
チューインガムの日
がけ崩れ防災週間（～７日）
高校総体ソフトボール大会（～２日）
天皇杯県南野球大会（～２日）
第３４回　中谷地区スポーツ大会
危険物安全週間（～９日）
歯の衛生週間（～１０日）

心配ごと相談（１０時～）

県民スポーツ大会町予選
高原杯野球大会
第３３回　母畑地区スポーツ大会

県南中学校総合体育大会（～１３日）
（バスケットボール）

県総体高校ソフトボール大会
（～１６日）

土

日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土

１

２
３
４
５
６
７
８
９

１０
１１
１２
１３
１４
１５

〔〔〔

（平成１４年３月１日～３月３１日まで届出分　敬称略）

〔〔

２００２年ワールドカップサッカー大会（～６／３０日）

高�〔
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1.親切と勤労をむねとし�
　　　　住みよい町をつくりましょう�
1.歴史と未来をみつめ�
　　　　誇りある町をつくりましょう�

表 紙 の 登 場 人 物 �

町の人口�

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360�
●URL/http://www.ishikawa.net6.or.jp/   E-mail/Koho_K@ishikawa1.net6.or.jp

●第182回●�
外槙保育所�

　恵まれた自然環境の中で、のびのびと元気に生活している子ども
たちです。�
　広い所庭・四季を感じさせる桜、もみじ、いちょうの木々に囲ま
れ心身を豊かに自然を慈しむ心と自立の心を育んでいます。�

　花や動物を描くのが好きで、お話
の中に出てきた「カッパ」を自分と
動物が見ているところを描きました。�

　野球が大好きで、投げ
ても、打っても右に出る
人はいません。プロ野球
にもくわしく、物知りで、
将来、野球選手になる自
分を夢見て描きました。�

大島幸平さん（5歳）�
こうへい�

山田奈緒さん（5歳）�
な　お�

山田玄太さん（5歳）�
げん た�

写真提供／関根政信さん�写真提供／関根政信さん�

4～7月にかけて、山野の日当たりのよいところに生え
ます。全国的に見られ、高さ10～30cm、花の幅は
1cmほどあります。背丈は低く、花の色は通常よりも
かなり濃い紫色で高山植物的な気品を有しています。�

（ヒメハギ：ヒメハギ科）�

　新田保育所に通う、大内の矢内愛華ちゃん
(中央)、祖父の清一郎さん(右)、祖母の和子
さん(左)です。�

19,503人（－81）�

（  ）内前月比�

●4月1日現在住民基本台帳●�

男�
女�
世帯数�

9,539人（－30）�
9,964人（－51）�
5,543戸（－15）�

　例年よりも早い桜の開花。石川のすばらしい、
桜は楽しめましたか。子どもたちの入園、入学、
就職の慌しさも過ぎ、ちょっと息つぎができる
時期かな。5月の4連休などは、天気がよけれ
ば近場でピクニック、また遠出する人も多いで
しょう。それともお孫さんたちが帰省してくる
のを待っている人も。そんなことを言っていら
れない農繁期の時期です。朝から晩まで農作業
に追われている人もいるでしょう。�
　仕事も遊びも健康でいられるから成しえるも
のです。今月は健康検診がありますので、自分
は大丈夫と思わず、診断を受けて、いつまでも
健康を維持しましょう。　　　　　(迎　茂城)

　友だちとサッカーを
しているところを描き
ました。もう少しでゴ
ールに入りそう。�
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